
10/15（土）10時～17時　【予約不要】狭山無料相談会
のお知らせ
・どうしたら生活保護を受けられるか知りたい。
・生活保護を受けたくて役所の窓口へ行ったが受けられないなどと言われた。
・社会福祉協議会の特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）の返済ができない。
・バイトを切られた、または、シフトが減って学費が払えない。
・濃厚接触と言われて休んでいたが、その給料はどうなるのか？
・家を出てきたが、所持金がほとんどない。
・住宅ローンの返済に困っている。

1つでも当てはまったり、他に聞きたいことがあればご相談下さい。
弁護士、司法書士、社会福祉士、労働組合などの専門家が相談にのります。

◆日時
２０２２年１０月１５日（土）１０時～１７時

◆場所
新狭山ホテル（新狭山駅南口から徒歩1分）←クリックすると地図が出ます。

◆主催
反貧困ネットワーク埼玉

◆お問い合わせ
埼玉総合法律事務所　TEL：048-862-0355

※ご来場前に
・マスク着用
・手洗いとアルコール消毒　をお願いします。

※以下の方はご来場をお控え下さい。
・風邪などの症状がある
・熱が37．5℃以上
・コロナ感染中または濃厚接触者

https://saitamasogo.jp/archives/89932
https://saitamasogo.jp/archives/89932
https://www.shinsayamahotel.jp/access/
https://ja-jp.facebook.com/hanhinkoncaravansaitama/
https://saitamasogo.jp/


【コラム】追悼　宮澤先生との思い出を振り返る（弁護士谷川生
子） 
宮澤先生とご一緒した期間の短かった私が先生のことを書くのは僭越ですが、短いながらも先生と共同で事件を担当したことや、所内のイ
ベント、飲み会で同席できたことは、私にとって貴重な経験でした。共同受任した勝ち筋の事件で「こりゃあ、儲かるぞ！ハッハッハ！」
と冗談めかして言ったり、毎年、先生の誕生日頃に開かれる「宮澤カップ」で、にこやかにボウリング対決を見守る先生の姿が思い出され
ます。若い頃の先生は厳しく、ひたすら仕事に打ち込んでいたということですが、私はその厳しさの片鱗も見ることはありませんでした。
知る限り、宮澤先生はいつも穏やかに、どんな出来事もどんな人物もすべて受け入れ、そこには何の垣根もありませんでした。依頼者から
の信頼も絶大でした。いつも泰然と構えた先生は、私にとって、全てを超越した存在に見えたものです。

陸軍士官学校の士官候補生として特攻隊の訓練を受けたこともある先生は、戦後、裁判所に勤め、紆余曲折を経て弁護士になったそうです。
「暴れん坊だった。」と自分のことを話す先生は、裁判所では組合活動に熱心な異端児で、(辞めてほしいがため)周囲から司法試験を受
けるよう勧められ、仕事中に勉強することも許されていたとのこと。「戦後は憲法(価値の実現)のために、ひたむきに生きてきた」とい
うのは先生の死後、奥様の言葉です。そのひたむきさが多くの人を動かし、平和な社会の礎を築くことにつながったことを思うと、これま
で直接戦争を体験せずに来られたことを当たり前と受け止めてはいけないように思います。

弁護士　谷川　生子

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

【コラム】会計年度任用職員（弁護士佐渡島啓）
今年二月、司法修習生に公務員の労働問題について講義する機会がありました。この中のテーマの一つが、近年問題となっている公務員の
非正規労働でした。

全国平均では地方公務員の約三人に一人が非正規、財政的に厳しい自治体では約二人に一人が非正規のところもあります。仕事の内容に大
きな差異はないにもかかわらず、給与は正規職員の半額以下で昇給なし、賞与や退職金もなく、任用期間は半年や一年と短期の繰り返し。

このような状況を改善するために、2020年4月から会計年度任用職員という制度が始まりました。これにより、臨時職員や非常勤職員
とされていた非正規公務員は、原則として会計年度任用職員に移行し、期末手当（賞与）の支給が受けられ、フルタイム勤務の場合には退

https://saitamasogo.jp/archives/89831
https://saitamasogo.jp/archives/89831
https://saitamasogo.jp/archives/85980
https://kotobank.jp/word/%E9%99%B8%E8%BB%8D%E5%A3%AB%E5%AE%98%E5%AD%A6%E6%A0%A1-148504
https://saitamasogo.jp/tanikawaseiko
https://saitamasogo.jp/archives/89829
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/koumuin_seido/kaikeinendo_ninyou.html


職金の対象ともされました。

ところが、賞与が支給されることになった反面、約四分の一の自治体で会計年度任用職員の給与を減額する措置がとられ、結局年収は増え
なかったというケースが出ています。また、それまでフルタイムで働いていた非正規の勤務時間をわずかに減らしてパートタイムとし、退
職金の対象としないようにした自治体もあります。

非正規の期間が五年を越えても無期転換する権利が発生しないことは、会計年度任用職員制度になっても変わりません。経験を積んだベテ
ランとなっても、会計年度任用職員のままでは、いつ仕事を打ち切られるか分かりません。
このような働き方を余儀なくされている人達に、役所や保育園、学校、病院、図書館など私たちに身近で、生活に欠かせないインフラを支
えてもらっている社会がこのままで良いのか、改めて考える必要があると思います。

弁護士　佐渡島　啓

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

10/9-10  “出版記念シンポジウム  復興の人間科
学2022” 『福島原発事故被災者 苦難と希望の人類学』ー
分断と対立を乗り越えるためにー  於：早稲田大学国際会議場
（無料，申込不要） Zoom同時開催 （無料、ネット申込制）
日時：2022年10月9日（日）11時，10日（月・祝）10時
場所：早稲田大学国際会議場 （無料，申込不要）
方式：Zoom同時開催 （無料、ネット申込制）

◆主催：早稲田大学災害復興医療人類学研究所（WIMA）
大会長：辻内琢也，副会長：平田修三，事務局長：金智慧
◆共催：MITATE Lab. Post-Fukushima Studies(フランス国立科学研究センター見立てラボ）
科研費基盤研究（B）：原発事故被災者の移住・帰還・避難継続における新たな居住福祉に関する人間科学的研究
◆問合せ先（WIMA研究所事務局：辻内研究室内）：〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島2－579-15
（ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ事務局） E-mail： shinsai-wima@list.waseda.jp
（震災支援ネットワーク埼玉SSN事務局） E-mail: desk@431279.com

https://saitamasogo.jp/sadoshimakei
https://saitamasogo.jp/archives/89802
https://saitamasogo.jp/archives/89802
https://saitamasogo.jp/archives/89802
https://saitamasogo.jp/archives/89802
https://wima.jp/


ZOOM参加の方はこちらから申込み　⇒　クリック

参加申込み用ＱＲコード
［10月9日（日）］ 3階・会議場
11：00 開会の挨拶：トム・ギル（明治学院大学教授）
11：10 講演①：辻内琢也（早稲田大学教授・WIMA所長）
「分断と対立の根底にある問題群」
11：40 講演②：トム・ギル（明治学院大学教授）
「突然の追放、突然の富、そして妬みと差別」
12：20 講演③：木村あや Aya H. Kimura（ハワイ大学教授） …米国よりZoom
「草の根からの“市民”と、国や東電が構築する“市民”」
13：00 講演④：日高友郎（福島県立医科大学講師）
「“大熊町の私”から“私の中の大熊町”へ」
13：40 休憩（60分）
14：40 講演⑤：アレキサンドル・スクリャール 来日　Aleksandr Sklyar （コルゲート大学客員准教授）
「福島から自主避難した母親たちのディレンマ」
15：20 講演⑥：堀川直子（WIMA招聘研究員）
「日常の苦境、模索する希望」
16：00 休憩（10分）
16：10 講演⑦：レシュケ綾香 Ayaka Löschke（エアランゲン＝ニュルンベルク大学准教授）
「住宅支援打ち切りへの抗議」 …ドイツよりZOOM
16：50 講演⑧：マリー・ヴァイソープト Marie Weishaupt（ベルリン自由大学大学院）
「自主避難者が帰るとき」 …フランスよりZOOM
17：30 総評：日野行介 （ジャーナリスト）
18：00 閉会

［10月10日（月・祝）］１階・井深記念ホール
10：00 アンケート調査2022最終分析結果報告
10：40  講演⑨：浅沼＝ブリス・セシルAsanuma-Brice  Cécile（フランス国立科学研究センター教
授，MITATE Lab.）
「構造的暴力から見た帰還困難区域の復興」
11：20 講演⑩：平田修三（仙台青葉学院短期大学准教授）

https://docs.google.com/forms/d/1RrWURzPlwH8d1rXZBoPiPqKMyuiKkJXXbe0zIhPYjxo/viewform?edit_requested=true
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2022/09/bf2b43797af7ceca84aee033bb692dfa.png
https://www.akashi.co.jp/book/b607677.html


「分断と対立を乗り越えるために」
12：00 休憩（50分）
12：50 パネルディスカッション（A）
「分断と対立を乗り越えるためのアイデア・プラン・希望」
14：20 休憩（10分）
14：30 基調講演：井戸謙一（弁護士）
「小児甲状腺がん裁判から考える 原発事故被災の現在」
16：00 パネルディスカッション（B）
「井戸先生の講演を受けての質疑応答」
16：50 総評：島薗進 （東京大学名誉教授・上智大学グリーフケア研究所）
17：10 閉会の挨拶：辻内琢也
17：30 閉会

■会場のご案内■
早稲田大学国際会議場
会場住所：東京都新宿区西早稲田1-20-14
（地下鉄東西線「早稲田駅」徒歩10分、都営バス「西早稲田」徒歩3分、都電荒川線「早稲田」徒歩5分、JR・西武線「高田馬場駅」
徒歩20分）

■WIMA研究所メンバー■
（本シンポジウムのコメンテーター，パネリスト◇）
［名誉顧問］ 菊地靖 （早稲田大学名誉教授，開発人類学）
［顧問］ 根ヶ山光一 （早稲田大学名誉教授，発達行動学）
［所長］ 辻内琢也 （人間科学学術院教授，医師，医療人類学）
［研究所員］ （＊運営委員）
◇扇原淳＊ （人間科学学術院教授，社会医学）
◇小島隆矢＊ （人間科学学術院教授，建築環境心理学）
◇桂川泰典 （人間科学学術院准教授，臨床心理学）
熊野宏昭 （人間科学学術院教授，医師，行動医学）
金智慧 （人間科学学術院助手，臨床心理士，医療人類学）
［招聘研究員］ （本書の執筆者◆）
リチャード Ｆ.モリーカ （ハーバード大学教授，難民トラウマ研究所ＨＰＲＴ所長，医師）
安田常宏 （マサチューセッツ総合病院，医師，心臓核医学）
◇多賀努 （東京都健康長寿医療センター研究所研究員，社会学・老年学）
◇増田和高 （武庫川女子大学文学部准教授，社会福祉士，地域福祉学）
◇岩垣穂大 （金城学院大学人間科学部専任講師，社会福祉士，精神保健福祉士）
◆日高友郎 （福島県立医科大学医学部講師，衛生学・社会心理学）

http://www.color-science.jp/zenkoku2013/img/kokusaikaigijou.pdf


◆平田修三（仙台青葉学院短期大学講師，発達心理学・児童福祉学）
仲佐保 （国際保健協力市民の会ＳＨＡＲＥ共同代表，医師）
関谷雄一 （東京大学大学院総合文化研究科教授，文化人類学・開発人類学）
土田マリサ （小石川インターナショナルクリニック，医師）
◇北村浩 （政治経済研究所主任研究員，政治学）
桂川秀嗣 （東邦大学理学部名誉教授，原子核物理学）
◇猪股正 （震災支援ネットワーク埼玉ＳＳＮ代表，弁護士）
◇中川博之 （震災支援ネットワーク埼玉ＳＳＮ，司法書士）
萩原裕子 （震災支援ネットワーク埼玉ＳＳＮ，臨床心理士）
佐藤純俊 （全国福島県人友の会代表，社会福祉主事）
◇明戸隆浩（大阪府立大学准教授，社会学）
◆堀川直子（元福島大学客員研究員，社会人類学）
◇森松明希子（東日本大震災避難者の会Thanks＆Dream代表）

◆基調講演◆
井戸 謙一（いど けんいち）
弁護士，「311子ども甲状腺がん裁判」弁護団長
■講演者のご紹介■
1954年大阪府生まれ。
1979年東京大学教育学部卒業。在学中に司法試験に合格。
1979年神戸地方裁判所に判事補として任官し、以後全国各地の裁判所にて裁判官を務める。
2011年3月31日に、大阪高等裁判所勤務を経て退官。
主な担当訴訟としては、裁判長として、住民基本台帳ネットワークシステム差止等請求事件や、志賀原子力発電所2号原子炉運転差止請求
事件といった著名事件の判決に関与した。
退官後は、滋賀県弁護士会でいわゆる「マチ弁護士」として、「自分が正しいと信じることを貫くこと」を理念に、憲法９条問題や原発問
題に取り組み、大飯原発の運転差し止め訴訟等の画期的判決を勝ち取る。

■書籍のご案内■
『福島原発事故被災者 苦難と希望の人類学－分断と対立を乗り越えるために』
辻内琢也，トム・ギル編著，明石書店，2022年10月発刊
……事故から11年。人間が引き起こした災害は戦後最大の「国内避難民」を生み、人々の生活に深い分断と苦悩をもたらし続けている。
圧倒的暴力を前に我々は希望を見出すことができるのか。国内外の人類学者らが当事者とともに、隠蔽された社会構造を読み解く。

“幕引きを強いる構造的暴力を、地べたから可視化する試み”
——日野行介氏（『調査報道記者』著者）推薦

https://saitamasogo.jp/columninomata
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10/16 高端正幸＆伊集守直さん講演・フリートーク「格差
と闘う！税制と社会保障－スウェーデンからの示唆－」
コロナ禍で一層拡大する格差。行き過ぎた格差は、社会の公正さを失わせ、分断を引き起こし、民主主義を蝕みます。高福祉国家スウェー
デンのあり方も参考に、社会保険料、金融所得課税、消費税など、格差を拡大させる税と社会保障のあり方を変え、格差と闘う方策を考え
ます。（どなたでも参加できます。転送・拡散歓迎）

【日時】１０月１６日（日）午後２時～４時頃

第１部　基調講演　高端正幸さん　（埼玉大学准教授）
現在、日本の税・社会保険料負担のあり方が問われていますが、社会保障改革は何を目指すべきか、脱自己責任主義、民主主義と信頼など
の観点から論じていただきます。

第２部　伊集守直 さん（横浜国立大学教授・財政学・スウェーデン財政研究）
ミニ報告　「なぜ、スウェーデンは、高福祉国家たりえるのか。」

第３部　フリートーク＆会場質問　
高端正幸さん＆伊集守直さんに、これからの日本の社会保障制度と税制のあり方について語っていただきます。

主管：公正な税制を求める市民連絡会

◆参加申込（参加費1000円）は、下記のフォームからお申し込みください。
https://forms.gle/MxLHKp2K6SBGQp3H8

なお、この企画は、第41回 全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会実行委員会の分科会の1つとして行われます。参加費3000円
（法律家6000円、生活にお困りの方は1000円）をお支払いいただくと、この企画を含む9つのテーマの分科会（オンライン）
と、10月29日に滋賀で開催される奥田知志さんの講演、パネルディスカッション（オンラインまたはリアル）にも、参加できるように
なります。
◆詳細は、下記のホームページをご覧ください。
https://cresara-event.jimdofree.com/

（講師プロフィール）

▶高端　正幸（たかはし　まさゆき）　埼玉大学人文社会科学研究科准教授
東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。博士（経済学、横浜国立大学）。新潟県立大学国際地域学部准教授等をへ
て、2015年より現職。主著に『財政学の扉をひらく』（共著、有斐閣、2020年）、『福祉は誰のために―ソーシャルワークの未来
図』（共著、へるす出版、2019年）、『福祉財政』（共編著、ミネルヴァ書房、2018年）など。

https://saitamasogo.jp/archives/89872
https://saitamasogo.jp/archives/89872
https://forms.gle/MxLHKp2K6SBGQp3H8
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http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641150829


▶伊集守直（いじゅう　もりなお）　横浜国立大学経済学部　教授
東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。修士（経済学）。静岡県立大学経営情報学部講師を経て、2011年横浜国立大学経
済学部准教授、2018年より現職。著書に、『財政赤字の国際比較』（分担執筆、岩波書店、2016年）、『地方財政・公会計制度の
国際比較』（分担執筆、日本経済評論社、2016年）など。翻訳書に、『幼児から民主主義』（新評論、2021年）。

お問い合わせ　公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064 さいたま市浦和区岸町７—１２—１ 東和ビル４階 　埼玉総合法律事務所
弁護士　 猪股 正　　TEL　048（862）0355／FAX　048（866）0425

【コラム】事務所ニュース　２０２２年夏号　巻頭挨拶（弁護士
伊須慎一郎）
ロシアのウクライナ侵攻を受け、日本国内でも憲法９条改正論が活発化し、世論調査でも防衛力強化に６割以上賛成という結果が出ていま
す。日本が軍事優先の「普通」の国に変わるかどうかの瀬戸際です。参議院選挙の結果次第では、「普通」の国に変わることを、もう止め
られなくなるかもしれません。

ウクライナの状況を見れば、戦争はひとたび始まると、容易には止められません。太平洋戦争は、最後は、米国との沖縄戦、そして、米国
による広島・長崎への原爆投下による市民の大量虐殺により、ようやく終了しました。

現在の日本が日米同盟を強化し、南シナ海、インド洋でも米軍と軍事訓練を行い、敵基地攻撃能力の保有や核兵器の共有の議論を始め、防
衛関係費の倍増（１１兆円）を数年内に実現するとなると、中ソの軍事同盟も同様に強化されますし、核不拡散条約のもと、北朝鮮に核兵
器を廃棄することを求めることもできなくなり、北東アジアはより不安定になるのでしょう。

「戦争の文化（上下）」の著者ジョン・Ｗ・ダワーは、「人類が、いつの日か、戦争の文化（暴力による平和）を乗り越える力を持つこと
ができるか。建設的な変革としっかりと根を張った本当の「平和の文化」は、もし到来するとしても、ごくゆっくりとであろう。だが、そ
の歩みの中にこそ、希望がある」と締めくくっています。

日露戦争開戦時に、ロシアの文豪トルストイは、英紙に反戦論を寄稿しました。

「戦争が始まった。陸で海で野獣のように殺し合う。安全な場所にいる者が他人をそそのかして戦わせる」

私たちは、憲法９条のもとで、殺しもしないし、殺されもしない「平和の文化」を築く歩みの真っただ中にいます。今こそ、私たちは、不
安を煽る政治家におどらされることなく、私たちと同じ立場にある諸国民の公正と信義を信頼して「平和の文化」へと歩むべきではないで
しょうか。

https://er-web.ynu.ac.jp/html/IJU_Morinao/ja.html
https://www.shinhyoron.co.jp/978-4-7948-1191-2.html
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/archives/89823
https://saitamasogo.jp/archives/89823
https://www.iwanami.co.jp/book/b595666.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%80%E3%83%AF%E3%83%BC


弁護士　伊須　慎一郎

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

【コラム】絶望のとなりに（弁護士猪股正）
早いもので、もうすぐ17回忌である。先日久しぶりにご両親と手紙のやりとりをした。お元気そうでよかった。

南紀八木尾谷の沢登り、焚き火で「氷雨」を唄っていた。八甲田山から十和田湖へ、厳冬期の１週間の雪洞山行。雪が降り積もる大湊の駅
の駐輪場での2人だけのビバーク、ヒッチハイク…。下宿でも酒を飲みながら、山のこと、生きるということ、朝までよく話した。20年、
30年経った今でも、その笑顔が目に浮かび、笑い声やサンダルの足音が聞こえてくる。同じように山ばかり登っていた仲間の中で、ひと
りアカデミックだった。一歩一歩坂を登り、自分の道を切り開き、山中伸弥さんと同じ時代、早々と助手になり、生きていたら、ノーベル
賞も夢ではなかったのではないかと本当に思う。

その間、私は、取り残されたように司法試験に受からず、生きていけないのではないかと、山岳部の仲間も思い自分でも思っていた。そん
な私に、日本からもアメリカやフランスからも、私の母が癌で亡くなったときも、よく手紙をくれ励まし続けてくれた。「まず、詩を一編
送ります。『絶望のとなりに　だれかがそっと腰かけた　絶望はとなりの人に聞いた　あなたはいったい誰ですか　となりのひとはほほえ
んだ　私の名前は希望です　やなせたかし』」

研究者としての良心を貫き、優しさゆえに逝ってしまったその死を思うと、悲しくてならない。手を差し伸べてもらい、偶然にも運良く生
かされた自分は、彼と同じ時を生きた者として、彼の優しさや気高さを想い、この小さないつまで続くかわからない命だが、法律家として、
彼や世の中に、受け取ったものを、これからも返していきたい。

弁護士　猪股　正

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

【コラム】埼玉弁護士会会長の任期を終えて（弁護士高木太郎）
３月末任期満了、任期はわずか１年なのですが、「毎日が弁護士会活動」の１年でした。その中から憲法と平和の課題を紹介します。

https://saitamasogo.jp/isushinichiro
https://saitamasogo.jp/archives/89821
https://www.uta-net.com/song/42679/
http://www.geronimo.jp/column/00_kibou.htm
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https://saitamasogo.jp/archives/89819


埼玉弁護士会は、２０１４年から「『安保関連法』廃止！集団的自衛権の行使容認の『閣議決定』撤回を求めるオール埼玉総行動」を、連
合埼玉、埼労連と共に、後援しています。弁護士会は強制加入団体ですから、主要政党の意見が対立している政治課題には原則として慎重
な対応をとりますが、安保関連法及び上記の閣議決定は、それまでの政府の公権的憲法解釈を下位規範により変更するものであり、法律家
としては絶対に許容できない問題です。

また、２０１８年１０月に「自衛隊を憲法に明記する憲法改正に反対する総会決議」を挙げてから、何回も、パレードを実施し、今年も３
月１０日に実施しました。コロナ禍の中でしたが、ロシアによるウクライナ侵略を受けて約１００名にのぼる方にご参加いただきました。
プーチンロシアによる侵略は許せない、ウクライナの人々を守るために早期撤退・停戦を実現して欲しい、という思いにあふれたパレード
になりました。

埼玉弁護士会ではホームページの「埼玉弁護士会チャンネル」で「憲法なんて、いらねえわ！」「選挙なんて、行くヒマないわ！」の動画
を公開しています。その結果、どんな世の中になるか・・・。それぞれ１５分の動画ですので、ぜひ、ご覧下さい。

弁護士　高木　太郎

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

【コラム】追悼　宮澤先生との思い出を振り返る（弁護士牧野丘）
ご幼少時代のことも含めた宮澤先生の足跡を１冊の書籍「心礎を築く・・・私たちの宮澤洋夫先生」にまとめることができたのは、本当に
よかったと安堵している。事務所挙げての取り組みで、既に９０歳の年齢を超えていた先生の期待の圧を感じながら、全所員が自ら原稿を
執筆し、聴き取り調査や資料収集、宮澤先生ゆかりの皆さんへの協力のお願い等に、多くの知恵と時間を使った。完成した頃は先生はまだ
まだお元気だったので、完成本をお渡しして喜んでいただいた。

　改めてこの本を読み返してみると、先生の類い希な幅の広さと頑固一徹でとことんエネルギーを注ぎ込むお姿が同居していたことに今さ
らながら気づかされ、感嘆する。宮澤先生は晩年こそいかにも好々爺然とされ、あまりおしゃべりにならず、思いにふけってタバコをくゆ
らす姿が印象的だったが（今の所員の大半はそういうお姿しか目にしていないと思う）、実は局面局面で激しい言葉で後輩弁護士や、地域
の市民活動家の皆さんを語気鋭く叱責したりしていた。そういう宮澤先生に、多くの諸兄姉は「畏れ」を抱いていたが、他方で左から右ま
での交際範囲の幅の広さ（「市ヶ谷駐屯地に顔パスで入れる唯一の左翼」というのは駄話の類いだと思うが、それくらいに陸士の同窓会の
世話役として献身的に活躍されていた。ちなみに先生と陸軍士官学校で同期だった私の父の葬儀の際には、同期生の元統合幕僚長会議議長
の方に声をかけていただき、父への弔辞を読んでいただいた）や、  ものすごく緻密な配慮に基づいた分け隔てのない献身性から、大きな
信頼が揺らぐことはなかった。むしろ先生から叱責されないのは一人前と思われていないことと思われていた。しかし、梶山敏雄弁護士だ
けは１度も厳しく叱責されていない。そのことを私は先生に尋ねたことがあった。酒席か何かの気楽な席だったと思う。先生は即座に答え
られた。「あの人はなぁ、幼い頃から泥水すするようにしてここまで立派に生きてきたんだ。俺みたいに甘くのんべんだらりと好き勝手やっ
てきた人間と物が違うんだ。そんな人にどうして俺が言えるか！」うまく総括して表現することが難しいが、強い衝撃を感じると共に、宮

https://www.saiben.or.jp/
https://www.saiben.or.jp/channel/
https://youtu.be/fY6NJbQuSxE
https://youtu.be/M5IpB_CtzEg
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澤先生ご自身の「心礎」を見た思いだった。

弁護士　牧野　丘

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）

【コラム】追悼　宮澤先生との思い出を振り返る（弁護士梶山敏
雄）
２０２２年２月２２日の２の並ぶ日に宮沢洋夫弁護士が、東日本大震災と同じ日の３月１１日に元事務所所属の城口順二弁護士がと、我が
事務所の礎を築いた両先生が相次いでお亡くなりになりました。亡くなる日のことまで私達にしっかりと記憶させる先生達です。

全国各地に民主的事務所の設置をということで、宮沢弁護士が昭和４８年に東京の事務所から埼玉に移って宮沢法律事務所を設立し、昭和
５０年に埼玉総合法律事務所と名称を変更。宮沢弁護士は埼玉で業務を始めてからも、四大公害訴訟、大宮三菱原子炉撤去訴訟、福島・水
戸原発訴訟、新幹線認可取消訴訟などなど語り尽くせぬ難事件に取り組み、城口弁護士も狭山事件や埼教組弾圧事件、全国スモン訴訟を担
当し、２人とも全国どころか海外調査にもしばしば出かけ、私が入所した昭和５３年頃はなかなか顔を会わせることも少ないという事務所
の状況でした。
宮沢弁護士は陸軍士官学校６０期、狭山市の士官学校に来襲する米軍の飛行機２機とついでに日本の飛行機も高射機関銃で間違って撃ち落
とし（本当の話のようです）、終戦後には裁判所の書記官に採用されたが労働組合運動でレッドパージされて処分撤回訴訟を闘い復職、そ
の後は最高裁書記官、そして弁護士へという波瀾万丈の人生です。でも現在の若手弁護士が入所する頃には好々爺然とした柔和な雰囲気を、
誰が言っても終生辞めることをしなかったタバコの煙と共に漂わせた宮沢先生です。私も間もなく事務所在籍４５年となり、お二人の足元
には及ぶべくものではありませんが、最後にお二人とおいしいお酒を酌み交わしたかったものです。

弁護士　梶山　敏雄　

（事務所ニュース・2022年夏号掲載）
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